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通常敷設型

ＰＣ鋼材による縦方向連結型

（a）内空寸法の小さい場合 （b）内空寸法の大きい場合

■RCボックスカルバート
外圧強さによる区分

種　　類 活荷重を考慮する場合 活荷重を考慮しない場合

0.5m～3.0m 0m～3.0m

  呼　び　寸　法（mm）
内　幅　×　内　高

600×600～3500×2500
900×900～3500×2500

RC-1種
RC-2種

土被りの範囲

注1.ボックスカルバートの外圧強さによる区分は、1種製品と2種製品があります。1種、2種とも形状寸法、許容応力度法による設計における適用土被りの
範囲等は同じですが、2種については、主としてコンクリート用膨張混和材を使用し、ひび割れ強度が大きくなっています。
2.上記土被り範囲外で使用する場合は別途構造計算を致します。

縦方向連結型は、上図の示すように製品ブロックを設置した後に、縦方向をPC鋼材にて連結する敷設方式です。
次のような場合はボックスカルバートの縦方向の連結を行うのが望ましい。
①地下水位が高く止水を考える場合。
②カルバートの縦方向に荷重が大きく変化する場合。
③地盤が良くない場合。
④基礎地盤の支持力が変化すると予測される場合。
なお、曲線部や、屈折部の場合は、ボルトによる連結方法によるものとする。
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分 類 効 果 特 長概 要

クロロガードⓇ〈耐塩害・高耐久性 コンクリート用混和材〉

材料・工法
比較

クロロガード®とは
　クロロガード®は、セメント等の結合材に対して、所定の量を置
換して使用することにより、高い塩化物イオン浸透抵抗性をはじ
めとした、高耐久性コンクリートを得ることのできる混和材で
す。 クロロガード®を使用することにより、塩化物イオン浸透抵
抗性のほか、圧縮強度、乾燥収縮特性、凍結融解に対する抵抗性
に優れたコンクリートを製造することができ、構造物の長寿命
化、高耐久化、ライフサイクルコスト低減などを図ることができ
ます。

1.少量添加で高い耐塩害性
コンクリート1m3あたり20～40kgを添加するだけで高い耐塩害性を

発揮します。

2.コンクリートかぶり増厚不要
塩化物イオンが浸透しにくいため、通常のかぶり厚で鋼材の腐食を遅
らせることが可能です。

3.ライフサイクルコスト低減
長寿命化により、改修等のコストを低減します。

4.寒冷地に最適
凍結防止剤の散布される寒冷地でも適用可能です。

●特長

■用途

塩化物イオン浸透抵抗性が高まるので、通常のかぶり厚で、鋼材の腐
食を遅らせる効果が発現。高い塩化物イオン浸透抵抗性を求めれる構

造物に適しています。

臨海で使用する構造物
凍結防止剤の散布される構造物

構造物を長寿命化して、ライフサイクルコストを低減。
臨海部や凍結防止剤使用地域で活用。

圧縮強度
同等以上

塩化物
イオン浸透
抵抗性向上

凍結融解
抵抗性向上

乾燥収縮
低減

クロロガード®使用
高耐久性
コンクリート

建設技術審査証明では上記4性能のうち「塩化物イオン
浸透抵抗性」について審査・証明されました。

鹿児島県枕崎市：枕崎漁港　ボックスカルバート↑

クロロガードと従来技術（材料、工法）との比較

クロロガード
セメントと同様にミキサに
投入（20～40kg/m3）し
練り混ぜる

鋼材への
塩化物イオンの
供給量を低減する

鋼材への
塩化物イオンの
供給量を低減する

鋼材の防錆

高炉スラグ微粉末
フライアッシュ
（またはこれらの混合セメント）

表面被覆工法

かぶり増し厚

鉄筋エポキシ樹脂塗装

所定の配合で練り混ぜる

表面被覆塗装
（コンクリート硬化後）

鉄筋かぶりを増し厚する

あらかじめ鉄筋に
樹脂塗装を施す

所要量が少ない
専用設備不要
製造の汎用性が高い

所要量が比較的多い
サイロなどの専用設備要

工程が増える
天候に左右される

 型枠改造要
（コンクリート製品の場合）

準備に時間と手間を要する

従来型
混和材

従来型
技術

ボックスカルバート/
クロロガード

受注
生産
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